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安心安全なまちづくり家庭用チェック表

●近所の交通事故危険個所について話し合いましたか。

はい□

はい□

はい□

◆問合先　　 交通防犯課　☎（21）2151　　 危機管理課　☎（21）2551本本

67.5 66.4 65.1 63.0 60.9 56.8 55.5 52.1

16.4 14.5 13.3 12.5 12.3 11.1 9.8 9.6

16.1 19.0 21.6 24.5 26.8 32.1 34.7 38.4

（1）栃木市の年齢３区分比率について　
　今、日本では、世界に類を見ないスピードで少子高齢化が進んでいます。
本市においても、下のグラフが示すように、平成７年には16.1％だった65歳
以上の老年人口は、平成25年には26.8％となりました。現在市民の４人に１
人は65歳以上の高齢者です。
　国立社会保障・人口問題研究所の推計値によると、平成52年には本市人
口の38.4%を占め、ますます高齢化が進むと予想されています。
　さらに憂慮すべきは、15歳から64歳の人口が減少していることです。この
年代は「生産年齢人口」と言われ、生産活動の中心となる層です。14歳未満
の年少人口も減少していることから、このままでは今後も生産年齢人口の増
加が見込めません。この層の減少は税収等の減少につながり、各施策の推
進や社会保障制度の維持等が困難になることが予想されます。今後はこの層
への対応が大変重要となります。
（2）高校生の意見の反映
　現在、若手職員による研究会「とちにすも」で、現状を改善するための施
策を検討しています。そのなかで今回は、市内の高校生に本市の魅力や欠点
について率直な意見を聞きました。今後、これらの高校生の意見も含めて、
本年度まとめる予定の定住促進施策へ反映できるよう、引き続き検討を進め
ていきます。
◆問合先　 　総合政策課☎（21）2302

定住促進対策について②定住促進対策について②定住促進対策について②

※H7～H25の数値は毎月人口統計調査データより
※H32～H52の推計値は国立社会保障・人口問題研究所データより

年齢3区分比率の推移

■年少人口
　　（0～14歳）

■生産年齢人口
　　（15～64歳）

■老年人口
　　（65歳以上）

※特に高齢者が狙われています。平成26年10月末現在で県内被害総額は9億円を超
　えております。悪質極まりない犯行ですが、犯人はその道のプロですので油断大敵
　です。同居していない家族の方も含め、日頃から対応について話し合っておきましょう。

※災害はいつ起きるかわかりません。災害に備えて家族の役割分担、非常食等の準備、
　家屋の危険個所等のチェックやいざという時の避難場所を把握しておくことはとても
　大切です。日頃から災害時への対応を家族で話し合っておきましょう。

●我が家の防災対策について話し合いましたか。

※便利な車も油断をすると凶器に変わります。平成26年10月末現在で市内交通事故
　死亡者数は７人です。交通事故にあわないよう日頃から注意するとともに、特に近所
　の危険個所について話し合っておきましょう。

●振り込め詐欺について話し合いましたか。

　市は総合計画の基本方針に『安心安全で快適に暮らせるまちづくり』を掲げています。
安心安全なまちづくりには、家庭で関心をもって常日頃から話し合いをすることが非常に
重要です。下記の全項目で「はい」にチェックできるよう、ぜひ家庭内で話し合いましょう。
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